
1 事業実施の方針
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(1)　特定非営利活動に係る事業

事業名 事業内容
実施

日時
実施場所

従事者の

人数

（外）

受益対象者の

範囲

収益額

（千円）

日本語講座 通期
事務所・企業

教室など
5人

ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄレッスン生

企業実習生等約50名

外国語講座 通期
事務所・企業

教室など
5人

一般市民

企業など

多文化理解と

国際協力の推進

多文化理解講座講師派遣

コーディネート
通期

事務所

伊賀地区
6人

児童生徒・市民

行政職員等
200

翻訳事業 通期
事務所

三重県下
約30人

地域住民・団体

行政、企業
3,500

通訳事業 通期
事務所

三重県下
約30人

地域住民・団体

行政、学校、企業
2,200

多言語生活相談事業 通期
事務所

伊賀地区
5人

地域住民、各種団体職

員など
20

多文化子ども

若者自立支援事業
通期

事務所

伊賀地区
6人

学齢超過の子2人

とその家族5人
30

赤い羽根2021 居場所支援
7月~

　3月

事務所

伊賀地区
6人

外国ルーツの住民

支援団体
1,074

伊賀市 学習支援教室

「ささゆり」受託

7月~

　3月

事務所

伊賀地区
6人 児童生徒約30名 1,500

多文化共生の地域

団体への支援
事務局代行 通期 事務所 3人 市民活動団体1 20

（2021年7月1日～2022年6月30日）

2021年度事業計画（案）

特定非営利活動法人　伊賀の伝丸

●多様な文化を背景に持つ人々が、ともに住み良いまちづくりを目指せる社会にするためには、今何が必要

なのか、その中で私たちはどういう役割を担うのか、団体内外で話し合い、今後の在り方を検討します。

●コロナ禍の今、次世代へ負の連鎖がつながらないよう「異文化ルーツの人たちへの支援事業」の4つの事

業を連携させ、困窮家庭の救済や居場所のない若者への支援、児童生徒の学びを止めない取り組みを進めま

す。

●安定した運営を継続するために「人材育成」「IT化のさらなる推進」に取り組みます。

多文化共生及び

まちづくりに

寄与するための

多言語通訳翻訳事業

異文化ルーツの

人たちへの支援事業

語学講座 3,200


